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奥ノ木市長、板橋市議いちご園を視察

東中、榛松中、新郷南小に新校長、新郷公民館長も交代
４
月
11
日
、
奥
ノ
木
信
夫
川

口
市
長
は
東
本
郷
の
い
ち
ご

園「

く
に
ち
ゃ
ん
ふ
ぁ
～
む」

（

代
表＝

鈴
木
国
雄
さ
ん）

を

視
察
さ
れ
た
。

市
長
は「

川
口
で
い
ち
ご

狩
り
が
出
来
る
な
ん
て
す
ご

い
！
採
り
た
て
は
と
ろ
け
る

ね
～
。
甘
い
あ
ま
い
、
う
ま

い
ね
ー
。
こ
っ

ち
は
酸
味
が

あ
り
ま
た
別
の
美
味
さ
、
色

も
綺
麗
だ
ね
ー
。
直
接
採
っ

て
食
べ
る
味
は
格
別
。
都
市

近
郊
農
業
振
興
に
頑
張
っ

て

い
る
こ
と
に
感
謝
。
益
々
頑

張
っ

て
下
さ
い」

と
ハ
ウ
ス

に
入
る
や
試
食
さ
れ
、
完
熟

し
た
真
っ

赤
な
粒
を
口
に
し

て
感
動
さ
れ
た
。

板
橋
智
之
市
議
会
議
員
も

同
席
さ
れ
、「

久
し
ぶ
り
に
、

も
ぎ
た
て
の
苺
を
堪
能
し
ま

し
た
。
今
年
で
オ
ー
プ
ン
し

て
４
シ
ー
ズ
ン
目
、
毎
年
、

オ
ー
ナ
ー
の
鈴
木
さ
ん
は
新

種
を
加
え
る
事
や
、
品
質
向

上（
美
味
さ）

の
研
究
を
重

ね
て
お
ら
れ
ま
す
。
是
非
、

多
く
の
方
に
い
ち
ご
狩
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。」

と
感
想
を
語
ら
れ

た
。平

成
23
年
１
月
誕
生
し
た

川
口
で
初
の
い
ち
ご
園
。

今
は
大
粒
の
真
っ

赤
な
実

の
い
ち
ご
、
生
ま
れ
た
て
の

い
ち
ご
な
ど
び
っ

し
り
実
を

つ
け
、
可
愛
い
花
が
咲
き
、

甘
い
香
が
漂
っ
て
い
る
。

年
々
売
上
も
順
調
に
伸
び

て
い
る
と
い
う
。

販
売
日
は
水
曜
と
土
・
日

曜
日
の
10
時
か
ら
15
時
。
い
ち

ご
狩
り
は
予
約
制
で
す
。

職
員
が
生
き
生
き
と
出
来
る

学
校
経
営
を
目
指
し
ま
す」

と

抱
負
を
語
ら
れ「

新
任
教
師

で
育
て
て
頂
い
た
大
恩
あ
る

新
郷
南
小
に
、
校
長
と
し
て

戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
感

激
で
す
。
責
任
を
感
じ
て
い

ま
す
。
当
時
の
卒
業
制
作
が

残
っ
て
い
て
嬉
し
い
で
す
ね
。

で
も
児
童
数
は
半
分
ぐ
ら
い

で
す
ね」

と
。

座
右
の
銘
は「

捨
我
の
境

地」

。趣
味
は
映
画
鑑
賞
Ｓ
Ｆ
等
。

よ
く
見
る
テ
レ
ビ
は
ニ
ュ

ー
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て

映
画
。

家
族
は
佐
恵
子
夫
人
と
長

男
長
女
。
新
郷
在
住
。

榛
松
中
学
校
は
秋
山
恵
子

校
長
も
定
年
退
職
で
、
清
水

幹
明
さ
ん（

53）

が
着
任
さ
れ

た
。
新
潟
県
佐
渡
出
身
。

出
会
っ

た
大
人
が
尊
敬
す

る
教
師
だ
っ

た
の
で
同
じ
道

を
選
ば
れ
た
と
。
　
　
　
　
　
　
　

前
進
　
東
中
！

東
中
学
校
校
長
　
中
山

な
�
�
�

明
広

�
�
�
�

さ
ん

皮
切
り
は
安
行
中
、
西

中
、
幸
並
、
安
行
中
、
川
口
市

教
委
、
新
座
中
教
頭
２
年
、

さ
ら
に
新
座
市
教
委
２
年
を

経
て
榛
松
中
校
長
へ
。

抱
負
は「

さ
ら
に
一
歩
前

へ」

と
。

東
中
学
校
は
四
島
重
孝
校

長
定
年
退
職
に
伴
い
、
中
山

明
広
さ
ん（

53）

が
着
任
さ
れ

た
。
出
身
は
市
内
根
岸
。

「

キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ

『

前
進
　
東
中
！』

を
、
生

徒
・
教
職
員
・
保
護
者
・
地

域
の
皆
様
と
東
中
の
新
し
い

歴
史
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

と
抱
負
を

語
ら
れ
る
。

「

親
の
願
い
で
も
あ
り
、

尊
敬
す
る
先
生
と
の
出
会
い

が
、
教
職
の
道
を
歩
ま
せ
ま

し
た」

と
。

初
任
校
は
芝
中
、
幸
並
中
、

芝
東
中
、
西
中
か
ら
原
町
小

学
校
２
年
、
又
、
西
中
で
次

は
川
口
市
教
委
か
ら
南
部
教

委
、
前
任
校
の
里
中
で
教
頭

１
年
、
そ
し
て
東
中
へ
。

新
郷
の
印
象
は「

学
校
に

対
し
地
域
が
熱
い
思
い
を
持

っ

て
お
ら
れ
る
。
歴
史
を
感

じ
ま
す
ね」

と
。

座
右
の
銘
は「

人
が
世
に

生
を
得
る
は
事
を
為
す
に
あ

り」

。趣
味
は「

読
書
・
50
歳
か

ら
始
め
た
城
巡
り
・
バ
イ

ク
・
柔
道
・
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ」

と

多
趣
味
。

家
族
は
千
栄
子
夫
人
と
２

人
の
娘
さ
ん
と
４
人
。

市
内
在
住
。
　

ま
た
、「

授
業
参
観
や
行
事

に
是
非
来
校
し
て
生
徒
の
み

な
ら
ず
、
先
生
方
が
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
見
て
ほ
し
い
。
教

師
を
見
て
ほ
し
い
の
で
す
。
学

校
に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。」

と
お
っ
し
ゃ
る
。

「

こ
の
地
域
を
１
日
目
か

ら
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
地
域
の
方
が
家
の
前

の
道
路
の
掃
除
を
し
て
い
た

ら
、『

榛
松
中
生
が
手
伝
い
ま

し
ょ
う
と
い
っ
て
く
れ
た
。
本

当
に
う
れ
し
か
っ

た
。
素
敵

な
生
徒
を
育
て
て
く
れ
て
あ

り
が
た
い』

と
褒
め
て
も
ら

い
ま
し
た
。
榛
松
中
の
生
徒

は
教
育
が
出
来
て
い
ま
す
よ
。

嬉
し
い
で
す
ね」

と
。

座
右
の
銘
は「

笑
顔」

。

酒
に
は
弱
い
。
テ
レ
ビ
は
ニ

ュ
ー
ス
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ

家
族
は
晃
子
夫
人
と
長
女

の
３
人
。
戸
塚
在
住
。

新
郷
南
小
学
校
は
滝
澤
榮

則
校
長
に
代
わ
り
、
小
濱
治

人
さ
ん（

57）

が
着
任
さ
れ

た
。
富
山
県
魚
津
市
出
身
。
　
　

「
父
も
祖
父
も
叔
父
も
教

員
で
し
た
の
で
、
同
じ
道
を

選
び
ま
し
た
。
し
か
し
小
学

校
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

私
は
小
学
校
の
教
師
に
な
り

ま
し
た」

と
。
　

最
初
が
何
と
新
郷
南
小
で

11
年
、
戸
塚
小
・
安
行
か
ら
戸

塚
東
、
教
頭
で
戸
塚
か
ら
川

口
市
教
委
、
草
加
市
千
柳
小

で
校
長
３
年
さ
ら
に
草
加
市

教
委
に
１
年
で
古
巣
の
新
郷

南
小
に
。

「

１
人
１
人
の
児
童
・
教

校
長
で
新
郷
南
小
に

新
郷
南
小
学
校
校
長
　
小
濱

�
�
�

治
人

�
�
�

さ
ん

生
徒
だ
け
で
な
く
先
生
も
見
て
下
さ
い

榛
松
中
学
校
校
長
　
清
水

�
�
�

幹
明

も
�
�
�

さ
ん

写真左から板橋智之市議、鈴木国男さん、市長、
鈴木歳男さんで記念写真。

写真左から板橋智之市議、奥ノ木市長、鈴木さん。
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
26
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

課
次
長
で
定
年
を
向
か
え
、
再

任
で
新
郷
公
民
館
へ
。

「

新
郷
は
始
め
て
で
す
。
ま

だ
日
が
浅
い
の
で
地
域
は
廻

っ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
の
ん

び
り
と
し
た
時
代
間
の
あ
る

暖
か
み
の
有
り
そ
う
な
地
区

に
感
じ
ま
す」

と
。

モ
ッ
ト
ー
は「

成
せ
ば
成

る」

、
酒
タ
バ
コ
は
全
く
駄
目
。
　

よ
く
見
る
テ
レ
ビ
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
、
趣
味
は
カ

ラ
オ
ケ
・
映
画
鑑
賞
。

家
族
は
、
奥
さ
ん
の
良
子

さ
ん
と
、
義
母
、
二
人
の
息

子
さ
ん
と
５
人
家
族
。

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
在

住
。

今
月
の
新
郷
句
楽
部

空
き
缶
の
音
立
て
て
ゆ
く
春
一
番
　
　

東
本
郷
　
高
垣
ゆ
た
か

落
ち
椿
水
に
流
れ
て
水
に
舞
ふ
　
　
　

峯
　
　
　
大
島
久
子

こ
わ
ご
わ
と
猫
後
退
り
今
朝
の
雪
　
　

赤
井
　
　
大
井
幸
子

出
生
地
一
目
み
た
い
と
弥
生
旅
　
　
　

新
堀
　
　

坂
本
越
子

春
の
雪
白
い
世
界
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
　

芝
富
士
　

神
作
洸
江

卒
業
は
何
回
あ
る
か
泣
き
笑
い
　
　

本
蓮

太
田
垣
登
志
乃

咲
き
満
ち
て
地
に
花
を
敷
く
梅
大
樹
　

東
本
郷
　
豊
後
照
子

足
も
と
の
飯
事
の
糧
い
ぬ
ふ
ぐ
り
　
　

峯
　
　
　
山
田
案
山
子

川
口
市
桜
祭
り

晴
天
に
恵
ま
れ
大
勢
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

渡辺秀夫実行委員長の挨拶
写真左から御成姫の飯塚陽子さん、二村真理子さん、新藤義孝総務大臣菊地博秘書、光田直之

市議、幡野茂市議、板橋智之市議、萩原一寿県議。

交通指導員研修旅行

新
郷
公
民
館
は
渡
辺
忠
光

館
長
移
動
に
伴
い
、
森
田
守

さ
ん（

60)

が
着
任
さ
れ
た
。

「

地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
い
公
民
館
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
何
も
解
り
ま

せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す」

と
抱
負
を
語
ら
れ

る
。

新
潟
県
糸
魚
川
市
出
身
で

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
川
口

市
役
所
に
入
り
、
志
願
で
あ

っ

た
公
務
員
の
希
望
が
実
り

ま
し
た
と
。

皮
切
り
は
交
通
安
全
対
策

課
か
ら
、
市
民
課
、
都
市
計

画
課
、
広
報
課
等
か
ら
戸
塚

支
所
長
、
前
任
の
長
寿
支
援

奥ノ木信夫川口市長も
写真前列左から太田茂新堀町会長、演歌歌手の山脇いづみさん、市長、大栁祐一赤井町会長、澁谷昌
巳大東町会長、後列左から渡辺秀夫東本郷南町会長、山田勇作江戸袋町会長、宮内敬一榛松町会長、新
藤幸男本蓮町会長、古川鐵郎東本郷台町会長、七瀬怜子パピヨン代表、川田寿商店会会長。

パ
ン
プ
キ
ン
の
ラ
イ
ブ

左
か
ら
田
嶋
美
佐
子
さ
ん
、
小
柴
美
津

子
さ
ん
。

武
南
警
察
署
交
通
安
全
協
会
は
会
場
で

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

写
真
左
か
ら
片
岡
靖
詞
さ
ん
、

林
哲
也
さ
ん
、
矢
島
和
貴
子
さ
ん
、

中
山
久
仁
夫
さ
ん
。

島
工
務
店
に
来
社
さ
れ
、
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。

「

市
内
で
発
生
し
た
殺
人

未
遂
・
現
住
建
造
物
等
放
火

事
件
に
お
い
て
高
度
な
技
能

を
活
か
し
捜
査
活
動
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
こ
こ

に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す」

と
、
田
中
署
長
か
ら
の

感
謝
状
。

２
月
19
日
、
赤
井
の
原
島
潔

さ
ん（

78）

に
、
田
中
正
男
武

南
警
察
署
長
が
同
地
の
㈱
原

原
島
さ
ん
に

武
南
署
か
ら
感
謝
状

地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
�
�
す
い
公
民
館
に

新
郷
公
民
館
長
　
森
田

も
�
�

守
�
も
�さ

ん

イ
ベ
ン
ト
情

報

第
35
回
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

◇
日＝

５
月
25
日（

日）

◇
時＝

午
前
10
時
00
分
～

◇
所＝

蓮
沼
公
園

◇
内
容＝

出
発
式（

雨
天
中
止）

◇
ク
リ
ー
ン
作
戦
打
合
せ

◇
日＝

５
月
17
日（

土）

◇
時＝

午
後
７
時
00
分
～

◇
所＝

新
郷
公
民
館

◇
内
容＝

ゴ
ミ
袋
・
花
種

電
０
９
０（

３
３
４
６）

３
３
９
０
原
島
ま
で
。

「

び
っ

く
り
す
る
こ
と
が

起
き
た
。
検
察
省
の
紹
介
で
、

他
県
の
警
察
か
ら
の
依
頼
、
病

院
の
火
災
で
10
人
が
亡
く
な

っ

た
事
件
の
、
燃
焼
実
験
を

す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
捜
査

１
課
が
来
て
打
ち
合
わ
せ
済

み
。
他
県
か
ら
依
頼
さ
れ
る

こ
と
は
前
代
未
聞
。
埼
玉
県

警
も
驚
い
て
い
る」

と
原
島

さ
ん
。

写真左は田中署長、原島さん。原島さん提供
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発
進
は
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
笑
顔
見
て

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

植
物
の
生
気
が
な
く
な
っ

た
り
、
葉
が
枯
れ
そ
う
に
な

っ

た
時
に
、
葉
が
お
か
し
く

な
っ

た
と
は
考
え
ず
、
た
い

て
い
根
の
状
態
が
良
く
な
い

の
で
は
？
と
疑
う
は
ず
で
す
。

人
間
の
病
気
に
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
言
え
て
、
最
近

の
医
学
知
識
で
は
病
気
に
な

る
か
な
ら
な
い
か
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
植
物
の
根
に
あ
た
る
、

腸
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。胃

や
肺
な
ど
の
臓
器
が
病

気
に
な
る
お
お
も
と
は
、
腸

に
あ
る
と
い
う
訳
で
す
。

お
腹
が
い
つ
も
ポ
カ
ポ
カ

と
暖
か
く
、
元
気
に
腸
が
動

い
て
い
る
状
態
で
は
、
栄
養

の
吸
収
も
よ
く
免
疫
細
胞
の

約
70
％
を
産
生
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
、
腸
管
の
周
り
の

細
胞
が
活
発
に
働
く
こ
と
で
、

免
疫
力
が
高
ま
り
病
気
に
な

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

食
べ
も
の
を
よ
く
噛
ん
で
、

お
い
し
く
食
べ
、
快
眠
快
便

が
良
い
と
言
わ
れ
る
由
縁
で

す
。と

こ
ろ
で
腸
の
働
き
は
、
副

交
感
神
経
の
刺
激
で
良
く
な

り
、
交
感
神
経
の
緊
張
で
弱

く
な
り
ま
す
。
交
感
神
経
は

歯
科
医
の
風

ス
ト
レ
ス
や
働
き
す
ぎ
や
薬

の
飲
み
過
ぎ
で
緊
張
し
て
き

ま
す
。

例
え
ば
暴
飲
暴
食
し
た
り
、

解
決
の
難
し
い
問
題
に
悩
ん

だ
り
、
親
し
い
人
を
失
っ

た

り
、
睡
眠
時
間
を
削
っ

て
仕

事
を
し
た
り
、
薬
に
頼
り
過

ぎ
て
ず
っ

と
飲
み
続
け
た
り

す
る
事
で
す
。

手
を
当
て
て
み
る
と
お
腹

が
暖
か
く
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
腸

が
動
い
て
い
る
状
態
か
ど
う

か
は
、
す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
、

手
軽
な
自
分
で
出
来
る
健
康

診
断
だ
と
思
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

岩
下
　
一
三

春
の
全
国
交
通
安
全
出
発
式

3月 29 日、武南警察署（署長＝田中正男さん）は、東川口駅南口前広場
で、「春の全国交通安全運動」の出発式を行った。
自転車安全利用宣言を東中学校 2 年生の長南桃佳さんが「私達小中学生

が自転車の安全利用を地域に広めます」と誓いの言葉を述べた。
アトラクションは、同中学校吹奏楽部が、銀河鉄道 333 ナイン・時代劇

スペシャル・ルパン 3世のテーマ等を演奏した。次いで同吹奏楽部と東本
郷小学校合唱部のジョイントで、嵐のふるさと・ソングイズマイソール等
を披露し喝采をあびた。終了後街頭キャンペーンを行い啓発品を配布した。

３月９日、峯町会（町会長＝田中照昌さん）は13回目となる「ふれあい歩
き会」を開催した。当日は晴天に恵まれ58名が参加。峯町会会館から朝日環
境センターを経由して、新芝川の土手を鹿浜にある足立区都市農業公園まで往
復約 16キロを元気に歩いた。（写真・文、同町会提供）

長野県人会総会とお花見
4月 6日、長野県人川口新郷会（会長＝西澤聖人さん）の総会が赤井町会会館で開催された。
新入会者の紹介や、会則の確認、活動報告、会計報告、役員確認、行事計画など満場一致で承認

された。その後 35名の参加者はお花見で親睦を図った。

４月６日、やない倶楽部（会長＝後藤半三さん）は峯ヶ岡八幡神社への
通路で花見を行い親睦をはかった。

峯
町
会
ふ
れ
あ
い
歩
き
会

小
、
中
学
校
で
入
学
式

新郷南小学校　写真左から北村ひろみさんと幸多くん、岩下智子さんと
直樹くん、森田恵子教頭、小濱治人校長、前原博孝元市議。

東
中
学
校
　
看
板
が
間
に
合
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

写
真
左
か
ら
坂
野
雅
貴
さ
ん

と
遼
太
君
、
中
山
明
広
校
長
、
新
藤
幸
男

本
蓮
町
会
長
。

榛
松
中
学
校
　
新
入
生
、
菅
原
甚
一

先
生
先
頭
に
３
組
の
生
徒
入
場
。
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４
月
５
日
の
朝
日
新
聞
１

面
に
、「『

健
康』

の
基
準
緩
和

―

血
圧
・
肥
満
度
・
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル（

人
間
ド
ッ

ク
学

会）」

と
い
う
記
事
に
ビ
ッ
ク

リ
し
た
と
思
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ

ク
学
会

は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

け
た
150
万
人
の
う
ち
、
た
ば
こ

を
吸
わ
ず
に
持
病
が
な
い
な

ど
の
条
件
を
満
た
す
約
34
万

人
を
健
康
な
人
と
し
た
。
そ

こ
か
ら
５
万
人
を
抽
出
し
て

27
の
検
査
項
目
の
値
を
み
た
。

そ
の
結
果
、
従
来
は
130
未
満
を

「

異
常
な
し」

と
し
て
い
た
収

縮
期
血
圧
は
、
147
で
も
健
康
だ

っ

た
。
85
未
満
が「

異
常
な

し」

だ
っ
た
拡
張
期
血
圧
も
94

で
健
康
だ
っ

た
。
肥
満
度
・

肝
機
能
・
中
性
脂
肪
・
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
等
に
つ
い
て
も

健
康
診
断
の
新
た
な
基
準
範

囲
を
６
月
に
正
式
に
決
め
、
来

年
４
月
か
ら
運
用
す
る
予
定

の
様
で
す
。

私
も
少
し
肥
満
気
味
だ
っ

た
の
で
す
が
、
保
険
会
社
の

デ
ー
タ
で
は
小
太
り
の
人
の

方
が
長
命
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
研
究
で
は
老

人
に
な
る
と
肥
満
度（

Ｂ

Ｍ
Ｉ）

が
25
以
上
の
方

が
認
知
症
・
成
人
病
に
な
り

に
く
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

保
健
薬
剤
師

中
山
　
久
仁
夫

健
康
診
断
の
基
準
緩
和

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（
200
）

関谷透監修

新　 郷　 新　 聞

平成 26 年 3 月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内
人身事故  7,404 件（-662）     ２２４件（-１８）

死者数     28 名（-18）           ２名（-１）

負傷者    9,037 名（-973）  ２６６名（-８）

物損事故 35,466 件（+2,036）１,０２１件（+1）

平成26年3月31 日交通事故日報（カッコは前年対比）

あ
と
が
き

新
郷
貝
塚
は
紙
面
の
都
合
で

休
み
ま
す
。

来
月
号
は

５
月
21
日（
水）

発
行
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
は
と
が
や

３
周
年
大
感
謝
祭

３
月
13
日
、
159
名

の
参
加
者

で
茨
城
県
千
代
田
カ
ン
ト
リ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

▼
総
合
▽
優
勝＝

本
田
新
一（

本

蓮）

、
準
優
勝＝

鈴
木
義
彦（

本

蓮）

、
３
位＝

加
藤
成
男（

本

蓮）

。
▼
Ｂ
組
▽

優
勝＝

加
藤
智
幸

（
鳩
ヶ
谷）

、
準
優
勝＝

海
老
原

光
子（

榛
松）

、
３
位＝

矢
野
祐

司（
赤
井）

。

▼
Ｃ
組
▽

優
勝＝

石
塚
利
夫

（

江
戸
袋）

、
準
優
勝＝

橘
恵
美

子（

前
野
宿）

、
３
位＝

秋
谷
恵

子（

戸
塚）

。

▼
ベ
ス
グ
ロ
男
子＝

鈴
木
義
彦

（

本
蓮）

、
ベ
ス
グ
ロ
女
子＝

井
上

三
枝
子（

本
蓮）

。

（

敬
称
略）

手
伝
い
を
し
て
、
岩
手
や
宮

城
に
は
無
い
原
発
で
の
虚
し

さ
を
実
感
し
平
和
っ

て
何
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た」

と
挨

拶
さ
れ
た
。

武
南
警
察

生
活
安
全
課

武
井
祥
志
課

長（

写
真
上）

が
、
振
り
込

め
詐
欺
や
利

殖
詐
欺
、
リ

フ
ォ

ー
ム
詐

欺
等
、
解
り

易
く
説
明
さ

れ
、
安
全
な

暮
ら
し
・
安

全
な
地
域
づ

く
り
の
防
止

に
役
立
つ
防

犯
講
和
を
さ

れ
た
。

次
い
で
地

本
蓮
の
㈱
グ
リ
ー
ン
セ
レ

モ
ニ
ー（

代
表＝

境
啓
次
さ

ん）

は
、
３
月
31
日
鳩
ケ
谷
支

所
前
の「

家
族
葬
会
館
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル
は
と
が
や」

の

３
周
年
大
感
謝
祭
を
同
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
。

境
亮
一
さ
ん
は
挨
拶
で

「

今
年
は
福
島
で
慰
霊
祭
の
お

域
有
志
の
ウ
ク
レ
レ
・
フ
ラ

ダ
ン
ス
等
が
披
露
さ
れ
た
。

人
形
供
養
や
お
笑
い
パ
フ

ォ

ー
マ
ン
ス
、
懐
メ
ロ
な
っ

ち
ゃ

ん
、
集
合
写
真
、
そ
し

て
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
は
、
30

キ
ロ
以
上
の
本
マ
グ
ロ
を
解

体
し
、
に
ぎ
り
寿
司
で
振
舞

わ
れ
た
。
　

空
気
清
浄
機
や
炊
飯
器
、

黒
毛
和
牛
な
ど
豪
華
景
品
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
に
は
大

勢
が
参
加
し
た
。

境
代
表
は「

地
域
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
々
参
加
者
が
増
え
期
待
に

応
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き

ま
す
。
今
日
も
雨
の
中
大
勢

の
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す」

と
感
想
を
語
ら
れ
た
。

写
真
左
か
ら
黒
澤
尚
代
さ

ん
、
境
代
表
、
境
亮
一
さ
ん
、

高
橋
順
子
さ
ん
。

新
郷
ふ
れ
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

蓮
沼
普
門
寺
、
赤
井
の
円
通
寺
で

12
年
に
１
度
の
御
開
帳

12
年
に
１
度
の
午
年
だ
け

本
尊
が
一
斉
に
公
開
さ
れ
る

「

武
蔵
国
新
西
国
観
音
霊
場」

が
、
10
日
か
ら
観
音
堂
33
ヶ
所

で
始
ま
っ
た
。

新
郷
地
区
の
24
番
札
所
の

普
門
寺（

蓮
沼）

と
25
番
札
所

の
円
通
寺（

赤
井）

に
は
、
朝

か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
る
。

お
堂
の
奥
に
奉
ら
れ
た
観

音
様
の
右
手
に
結
ば
れ
た
５

本
の
束
ね
た
綱
が
観
音
堂
の

へ ら 鮒 清 遊 会 
平成26年3月24日　さいたま市　武蔵の池
①吉川　博　　　赤井　　 7.44㎏
②若木　瑛千　　本蓮　　 7.37㎏
③久保木公男　　本蓮　　 6.17㎏
☆問＝０４８（２８２）３２７２　市川

普門寺、中央小泉照順住職と関係者の皆さん。写真提供市川璋良総代。

円通寺、２列目中央小泉悟道住職と関係者の皆さん。

前
に
立
つ
角
塔
婆
に
繋
が
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
触
れ
る
と

観
音
様
に
ふ
れ
た
こ
と
に
な

り
御
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ

訪
れ
た
人
々
は
熱
心
に
塔
婆

を
な
で
た
り
、
綱
に
触
れ
て

い
た
。
公
開
は
20
日
ま
で
。

蓮
沼
正
観
世
音
菩
薩

は
、
平
安
中
期
の
高

写
真
左
は
鈴
木
歳
男
さ

ん
と
、
板
橋
智
之
市
議
。

層
・
恵
心
僧
都
造
の
、
古

来
霊
験
新
た
か
な
秘
仏

と
し
て
郷
朋
の
厚
い
尊

崇
を
聚
め
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
か
損
壊
の

部
分
が
あ
り
修
繕
さ
れ

た
。


